
歳入　105億8,097万円

もし、平成29年度の予算を家計簿に置き換えたと
したら…（年収500万円とした場合の家計簿は・・・）

特別会計・公営企業会計決算の状況

≪収入≫
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国民健康保険
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下水道事業
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※水道事業：不足分は過年度分損益勘定留保資金で補てんしました。
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合　　　　　計

区　　分 歳入額
18億4,504万円

9,676万円

5億3,618万円

9億3,131万円

歳出額前年度比 前年度比

金　額

種　　類 金　額

500万円

403万円

97万円

189万円

63万円

13万円

141万円

104万円

112万円

63万円

37万円

256万円

57万円

133万円

68万円

地方税
村民税や固定資産税などの税金
譲与税、交付金
地方譲与税や地方消費税交付金など
国県支出金、地方交付税
国や県から交付されるお金
繰入金
不足を補うため基金から取り崩すお金
地方債
村が国や金融機関から借り入れるお金
財産収入、繰越金、分担金など
軍用地料、前年度繰越金、保育料など

人件費
職員の給料や議員等への報酬
物件費
光熱水費、消耗品、備品購入費など
扶助費
高齢者など社会福祉のための費用
公債費
借入金の返済金
維持補修費、普通建設費、災害復旧費
道路や公共施設の建設・改修費用
繰出金
特別会計に支出する経費
補助費等、貸付金
各種団体への負担金・補助金
積立金
基金への積立金

諸手当

内
　訳

≪支出≫

歳出　97億3,705万円

平成29年度　村の財政状況
　平成29年度恩納村一般会計と特別会計、企業会計が9月定例議会で承認されました。
　村民のみなさまから納めていただいた税金や地方交付税、国・県からの補助金が平成29年度中にどの
ように入ってきたか、どのように使ったかを知っていただくため、条例に基づいて毎年5月と11月に財政
状況を公表します。

●平成29年度決算の概要
　平成29年度の一般会計と特別会計、公営企業会計を合わせ
た決算額は、歳入が140億701万円、歳出が131億4,633万円
で、歳入歳出差引額は8億6,068万円となりました。
●一般会計の状況
　一般会計の歳入は105億8,097万円、歳出は97億3,705万
円で、平成30年度への繰越額を差し引いた実質収支額は6億
7,468万円となりました。歳入では、地方税や国庫支出金、寄付
金及び繰入金が増となり、地方交付税、県支出金及び繰越金が
減となりました。歳出においては、普通建設事業費、物件費及び
繰出し金が増となり、積立金、公債費が減となりました。
●今後の見通し
　村税収入は増加しているものの、公共施設等の更新や社会福
祉等の経費について増加が見込まれるため、公共施設の効率的
な運用等により経常経費の抑制及び新たな財源の創出を進め、
村民サービスの向上に努めていきます。
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906万円

合　　　　　計 830万円

平成29年度に行った主な事業

基金運用状況（H29.4月～H30.5月）

村民1人当たりの税負担額と使われ方

・恩納小学校プール改築工事 ・恩納村観光危機管理計画

・災害に強い栽培施設の整備事業 ・熱田川改修工事（安富祖区）

・公営墓地整備事業（南恩納区）

・一般コミュニティ助成事業（山田公民館） ・国際交流人材育成事業（受入2名・派遣2名）

区　　分

一般
会計

国保

下水道

水道

本年度末残高 前年度比
0%
0%

△18.0%
-
0%
0%

△31.2%
0%

19億1,589万円
4億8,167万円
24億2,207万円

0円
300万円
60万円

4,145万円
4,300万円

財政調整基金
減債基金
その他特定目的基金
国民健康保険基金
高額療養貸付基金
水洗便所改造資金貸付基金
農業集落排水施設管理基金
減債基金

村債の状況

区　　分 前年度末残高
一般会計
下水道事業
水道事業

37億8,550万円
7億4,148万円
5億9,774万円

本年度末残高 前年度比
36億6,087万円
7億7,033万円
5億4,352万円

△3.3%
3.9%
△9.0%

健全化判断比率と資金不足比率

指　標　名 本村の比率 内　　容早期健全化基準
（黄信号）

赤字なし
赤字なし
6.2%
赤字なし

120億4,836万円
16億6,004万円
1億148万円
3億6,105万円
7億3,708万円
2億6,951万円

49億3,112万円
7億6,091万円
4,717万円

1億8,833万円
4億1,021万円

0万円

41億1,441万円
6億4,924万円
3,686万円

1億1,719万円
2億3,696万円
5,097万円

一般会計等の赤字の割合
全会計の赤字の割合
年間の借入金返済額の割合
将来に負担が見込まれる負債の割合
公営企業の資金不足額の
事業規模に対する割合
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平成30年度上半期（4月～9月末）の財政状況

区　　分 予算額 収入済額 支出済額

　本村では、５つの基本目標に沿った事業を実施しています。平
成29年度に行った主な事業を紹介します。

●1人当たり村税負担額
　14万8,670円

●年間に使われたお金
　1人当たり=89万280円

●保育園児に使われるお金
　1人当たり=125万4,080円

●ごみ処理に使われるお金
　1人当たり=2万900円

●小学生に使われるお金
　1人当たり=51万5,980円

●1人当たり医療費
　23万2,900円

●中学生に使われるお金
　1人当たり=172万9,940円

※人口は10,937人（H30.1月1日現在）、小学生は642人、中学生は302人（H30.5.1現在）、
保育園児は287人（H30.4.1現在）で普通交付税の基礎数値を基に算出しています

教育・文化（歴史と文化が薫り英知を育む村）
・恩納村国際交流人材育成事業
・恩納小学校プール改築工事
・教育支援特別支援員配置事業
・万座毛保存管理活用計画策定事業
保健・医療・福祉（皆が安心して暮らせる健康の村）
・介護予防普及啓発事業（がんじゅう大学・はいさい教室等）
・食の自立支援事業
・障害者自立支援給付事業
・こども医療費助成
産業・経済（人々が集い活力ある豊かな村）
・恩納漁港整備事業
・災害に強い栽培施設の整備事業
・赤土等流出防止営農対策促進事業
・恩納村観光危機管理計画推進事業
生活環境（美しい自然と共生する潤いのある村）
・安富祖ダム整備事業
・熱田川改修工事
・勢高排水路用地取得総合支援業務
・農業集落排水事業（下水道整備事業）
・公営墓地整備事業
自治体運営（村民が参加し協働して築く村）
・沖縄安全対策事業（防犯カメラ・防犯灯設置）
・一般コミュニティ助成事業
・恩納村ふるさとづくり応援寄付金業務
（※H29年度の寄付額は、1億7,828万円でした。）

●

●

●

●

●

428万円
1億2,182万円
2,768万円
926万円

1,775万円
1,139万円

2億6,061万円
2,715万円

    
1億4,417万円
3,229万円
1,194万円
918万円
 

12億2,641万円
4,892万円

1億4,948万円
3億6,299万円
6,801万円

    
1,226万円
250万円
8,483万円

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険
後期高齢者医療
下 水 道 事 業
水道事業（収益的）
水道事業（資本的）
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